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一
般
に
近
代
史
研
究
の
資
料
源
と
し
て
の
新
聞
の
位
置
は
二

次
・
三
次
史
料
と
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
全
国
を
エ
リ

ア
と
す
る
大
新
聞
は
市
民
生
活
の
中
心
的
な
情
報
媒
体
と
し
て
、

中
央
・
大
都
市
か
ら
各
地
方
の
読
者
に
思
想
的
、
文
化
的
影
響
を

与
え
た
の
に
対
し
て
、
地
方
新
聞
は
地
域
社
会
に
密
着
し
た
情
報

論
文

Ｉ
 

本
稿
は
、
兵
庫
県
多
可
郡
で
発
行
さ
れ
て
い
た
地
方
新
聞
『
新
播
磨
」
を
素
材
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
水
平
社
未
設
定
地
域
の
水
平
運
動
・

融
和
運
動
（
観
）
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
頻
発
す
る
差
別
事
件
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
小
作
争
議
の
展
開
と
被
差
別
部
落
の
小
作
人
団
体
、

国
本
会
の
組
織
な
ど
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
諸
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
。

は
じ
め
に

地
方
新
聞
の
水
平
運
動
・
融
和
運
動
認
識
と
そ
の
背
景

’
’
九
二
○
年
代
の
兵
庫
県
多
可
郡
を
中
心
に
Ｉ

新
聞
が
多
様
な
社
会
運
動
団
体
の
機
関
紙
誌
と
と
も
に
活
発
な
情

報
提
供
と
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
た
。
地
方
新
聞
は
地
域
社
会
の

一
般
的
動
向
や
地
域
社
会
を
揺
り
動
か
す
諸
事
件
、
様
々
な
社
会

運
動
団
体
の
活
発
な
主
張
と
そ
の
動
向
な
ど
を
知
る
た
め
に
、
一

次
史
料
と
同
じ
く
資
料
批
判
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
貴
重
な
史
料

媒
体
と
し
て
地
方
の
活
性
化
・
近
代
化
に
導
く
情
報
発
信
を
目
指

し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

こ
と
に
本
稿
の
主
題
と
す
る
一
九
二
○
年
代
に
は
様
々
な
地
方

高
木
伸
夫
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4０ 

源
と
な
る
の
で
あ
る
。

兵
庫
の
近
代
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
近
代
部
落
史
研
究
の
資
料

源
と
し
て
の
新
聞
に
つ
い
て
は
、
地
元
紙
で
あ
る
『
神
戸
新
聞
』
、

『
神
戸
又
新
日
報
』
と
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
』
、
『
大
阪
毎

日
新
聞
兵
庫
県
付
録
」
を
中
心
に
検
索
と
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
地
域
を
エ
リ
ア
と
す
る
新
聞
に
つ
い
て
は
「
丹
陽
新
聞
員

『
丹
波
新
聞
』
な
ど
を
除
く
と
、
公
共
図
書
館
や
発
行
所
に
揃
っ

て
い
な
い
の
で
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

た
か

本
稿
で
は
、
兵
庫
県
内
東
播
磨
地
方
の
北
端
に
位
置
す
る
多
可

郡
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
新
播
磨
』
を
素
材
に
、
地
方
新
聞
の
水

平
運
動
観
・
融
和
運
動
観
と
水
平
社
未
結
成
地
域
の
差
別
事
件
、

小
作
争
議
を
考
察
す
る
。
「
新
播
磨
』
に
つ
い
て
は
、
安
達
正
明

が
同
地
方
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
浸
透
と
挫
折
の
推
移

（
１
）
 

を
分
析
す
る
な
か
で
同
紙
を
初
め
て
取
り
上
げ
た
が
、
融
和
運
動

や
部
落
差
別
に
対
す
る
闘
い
な
ど
は
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
安
達
は
、
『
新
播
磨
』
の
主
張
や
同
紙
の
発
行
人
・
投

（
⑰
と
）

稿
者
の
分
析
な
ど
も
行
っ
て
い
る
が
、
安
達
も
参
加
し
た
「
西
脇

市
史
』
史
料
篇
に
は
水
平
運
動
・
融
和
運
動
や
部
落
差
別
の
実
態

を
示
す
記
事
は
全
く
紹
介
さ
れ
ず
、
安
達
の
死
後
に
発
刊
さ
れ
た

『
西
脇
市
史
』
通
史
篇
に
も
安
達
の
論
稿
以
上
の
追
加
・
増
補
は

さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
安
達
の
論
稿
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
改
め
て
『
新

一
九
一
一
二
年
三
月
一
一
一
日
に
京
都
岡
崎
公
会
堂
で
開
か
れ
た
全
国

水
平
社
創
立
大
会
に
は
西
日
本
を
中
心
に
、
全
国
か
ら
三
○
○
○

人
と
も
い
わ
れ
る
参
加
者
が
あ
り
、
部
落
民
と
し
て
の
誇
り
を
示

し
た
創
立
宣
言
と
、
差
別
者
へ
の
徹
底
的
糺
弾
が
決
議
さ
れ
た
。

兵
庫
県
内
で
も
同
年
五
月
に
神
戸
市
内
三
番
町
で
京
都
水
平
社

主
催
の
差
別
撤
廃
演
説
会
が
開
か
れ
、
一
一
月
に
は
兵
庫
県
水
平

社
創
立
を
兼
ね
た
神
戸
水
平
社
創
立
大
会
が
神
戸
市
葺
合
吾
妻
通

の
専
称
寺
で
開
催
さ
れ
、
以
後
、
「
殆
ど
一
気
呵
成
で
全
県
下
に

拡
が
り
、
本
年
（
二
三
年
ｌ
引
用
者
注
）
に
入
っ
て
か
ら
は
益
々

烈
し
く
、
或
は
演
説
会
に
、
或
は
座
談
的
に
阪
神
沿
道
・
播
州
各

地
方
・
淡
路
岩
屋
・
但
馬
方
面
で
寄
々
集
会
を
催
し
た
数
は
既
に

四
、
五
○
回
に
達
し
、
県
下
の
各
部
落
を
挙
げ
て
同
社
に
加
盟
し
、

（
３
）
 

篭
固
な
る
一
団
体
を
つ
く
ら
ん
と
し
て
い
る
」
と
報
道
さ
れ
た
よ

う
に
、
水
平
社
は
各
地
に
生
ま
れ
、
差
別
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し

て
闘
い
が
取
り
組
ま
れ
た
。

そ
の
勢
い
は
一
九
二
四
年
五
月
に
は
一
市
八
郡
に
波
及
し
、
さ

ら
に
明
石
・
有
馬
・
朝
来
・
美
方
・
津
名
郡
な
ど
の
被
差
別
部
落

（
４
）
 

に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

播
磨
』
の
主
要
関
連
記
事
を
検
討
し
、
課
題
に
迫
る
こ
と
に
す
る
。

全
国
水
平
社
創
立
と
『
新
播
磨
』
の
水
平
運
動
観
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そ
し
て
、
同
情
的
差
別
撤
廃
を
偽
善
者
の
運
動
と
切
り
捨
て
、

「
自
分
の
問
題
を
自
分
で
解
決
す
る
勇
気
」
と
そ
の
方
法
と
し
て

団
結
を
訴
え
、
「
よ
き
日
を
一
日
も
早
く
つ
く
り
出
き
う
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

こ
の
自
覚
団
の
「
趣
意
」
は
、
カ
ナ
交
じ
り
の
文
章
で
誤
字
も

多
い
が
、
鈴
木
良
が
紹
介
し
た
「
水
平
社
宣
伝
演
説
会
に
来
た

（
６
）
 

れ
！
」
と
酷
似
し
て
い
る
。
鈴
木
は
こ
の
文
書
を
一
九
一
一
二
年
二

月
一
一
一
日
以
後
、
一
一
一
月
三
日
迄
と
す
る
が
、
手
島
一
雄
の
指
摘
す

で
は
、
多
可
郡
内
で
は
ど
の
よ
う
に
自
主
的
解
放
運
動
が
展
開

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
可
郡
内
で
は
水
平
社
が
組
織
さ
れ
な

（
マ
マ
）

か
つ
た
が
、
一
一
一
一
一
年
「
新
月
」
に
「
我
々
多
可
名
青
の
青
年
が
皆

高
岸
村
に
お
い
て
自
覚
団
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
 

一
）
可
》
勺
一

自
覚
団
は
同
年
九
月
頃
の
「
趣
意
」
に
よ
れ
ば
、
「
我
々
名
青

の
み
の
集
り
」
で
、
「
俺
達
ヤ
皆
兄
弟
姉
妹
の
み
団
体
を
結
ぶ
会

で
あ
る
。
外
部
の
人
は
一
人
も
交
っ
て
は
い
な
い
会
で
あ
り
、
団

体
運
動
で
あ
り
ま
す
」
と
自
ら
を
位
置
づ
け
た
。

（
淌
和
）

さ
ら
に
、
「
本
郡
に
も
情
私
会
と
か
種
々
雑
多
な
〈
玄
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
「
し
か
し
、
そ
れ
等
は
真
実
に
お
れ
た
ち
を
人

間
社
会
に
生
き
得
ら
れ
る
や
う
に
侮
辱
な
く
、
圧
迫
な
く
人
間
が

（
マ
マ
）

人
間
と
し
て
交
り
を
結
ぶ
や
う
な
運
動
は
し
た
で
な
い
が
、
実
際

に
於
て
何
一
シ
ろ
く
な
事
を
し
て
は
居
」
な
い
、
と
厳
し
く
批
判

し
た
。

立
憲
水
平
社
の
「
急
告
」
な
る
文
書
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
氷
上

立
憲
水
平
社
な
る
団
体
も
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
組
織
で

あ
り
、
独
立
系
水
平
社
同
士
の
交
流
を
示
す
文
書
と
い
え
よ
う
。

自
覚
団
の
そ
の
後
は
不
明
だ
が
、
二
五
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た

『
水
平
線
兵
庫
県
付
録
』
に
は
全
兵
庫
県
水
平
社
執
行
委
員
長
会

議
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
多
可
郡
日
野
村
前
島
か
ら
田
中
巳
太
郎

が
出
席
、
県
委
員
長
再
選
と
県
本
部
執
行
委
員
の
改
選
の
後
に
、

「
尚
、
加
古
・
武
庫
・
多
紀
・
多
可
其
の
他
の
諸
郡
は
各
地
の
選

る
よ
う
に
全
水
創
立
後
に
各
地
水
平
社
結
成
を
促
す
ビ
ラ
と
し
て

作
成
さ
れ
、
撒
布
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
、

初
出
は
一
九
二
二
年
四
月
の
埼
玉
県
水
平
社
創
立
大
会
の
た
め
の

（
８
）
 

一
口
｜
伝
ビ
ラ
が
確
認
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
雛
型
に
あ
る
後
段
の

（
マ
マ
〉

「
エ
タ
が
と
か
新
平
民
だ
と
か
云
ふ
精
神
的
圧
迫
か
ら
脱
れ
」
以

下
、
「
エ
タ
と
し
て
誇
り
得
ら
れ
る
世
の
中
を
つ
く
ろ
う
で
は
な

い
か
」
が
自
覚
団
の
「
趣
旨
」
に
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
は
鈴
木
、
手
島
が
指
摘
す
る
「
岡
山
県
水
平
社
創
立

大
会
に
来
た
れ
！
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
自
覚
団
は
、
多
可
郡
内
の
青
年
に
よ
る
自
主
的
解
放
団
体

で
あ
り
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
水
平
社
と
は
名
乗
っ
て
い
な
い

が
、
部
落
差
別
撤
廃
運
動
を
展
開
し
て
い
た
福
岡
の
自
治
正
義
団

の
よ
う
に
独
立
系
水
平
社
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
自
覚
団
の
「
趣
意
」
を
所
蔵
す
る
池
田
家
に
は
氷
上

言
Ｉ
）
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（
９
）
 

定
を
ま
っ
て
決
定
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
、
多

可
郡
か
ら
県
本
部
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た
と
い
う
資
料
は
発
掘

さ
れ
て
い
な
い
し
、
多
可
郡
内
に
水
平
社
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う

記
事
・
記
録
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
翌
二
六
年
の
兵
庫
県
水
平
社
大
会
に
も
多
可
郡
か
ら

〈
叩
）

の
参
加
者
が
報
道
ぺ
ご
れ
て
い
る
が
、
以
後
、
郡
内
か
か
つ
の
参
加
者

は
管
見
の
限
り
、
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
地
方
新
聞
の
『
新
播
磨
』
は
水
平
運
動
を
ど
う
理
解
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
兵
庫
県
東
播
磨
地
方
の
最
北
端
に
位
置
す
る

多
可
郡
で
は
、
「
世
界
は
法
律
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
寧
ろ
輿
論
に

よ
っ
て
多
く
支
配
せ
ら
る
」
を
題
字
の
右
横
に
掲
げ
て
、
地
方
新

聞
の
噴
矢
で
あ
る
『
新
播
磨
』
が
一
九
二
一
年
一
一
月
一
九
日
に

創
刊
さ
れ
た
。

『
新
播
磨
』
は
孤
舟
・
高
瀬
庫
逸
を
発
行
人
と
し
て
、
折
か
ら

の
民
本
主
義
的
傾
向
を
背
景
に
個
人
の
解
放
と
社
会
の
改
造
、
普

選
徹
底
の
論
陣
を
果
敢
に
張
り
、
こ
れ
に
応
え
て
読
者
で
も
あ
る

郡
内
の
知
識
人
が
農
民
の
苦
し
さ
と
地
主
に
対
抗
す
る
小
作
人
組

合
や
仲
居
組
合
の
組
織
を
訴
え
、
青
年
団
の
改
革
な
ど
も
投
稿
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
自
主
的
解
放
運
動
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
多
可
郡
に

於
い
て
、
殆
ど
同
時
期
に
こ
の
運
動
に
理
解
を
示
し
た
Ｍ
Ｙ
生
の

次
の
よ
う
な
投
書
「
水
平
社
運
動
を
何
と
見
る
」
が
掲
載
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

三
月
三
日
、
そ
れ
は
一
一
一
百
万
同
胞
が
理
由
な
き
迫
害
と
軽
蔑
か

ら
逃
れ
様
と
し
て
従
来
社
会
か
ら
亦
当
局
か
ら
与
へ
ら
れ
る
恩
恵

的
平
等
改
善
策
の
彼
等
期
待
の
裏
切
ら
れ
た
事
を
失
望
し
て
被
抑

圧
的
階
級
よ
り
脱
す
べ
く
自
己
の
権
利
獲
得
の
直
接
行
動
の
為
め

起
れ
る
水
平
社
の
一
ヶ
年
記
念
日
で
あ
る
。
（
中
略
）

誰
か
特
殊
部
落
人
な
る
が
為
め
に
泣
か
ざ
る
人
が
あ
ろ
う
か
。

稜
多
の
代
り
に
新
平
民
を
以
て
し
、
や
が
て
は
特
殊
部
落
と
呼
び
、

今
は
た
ず
地
方
改
善
又
は
部
落
改
善
と
称
す
れ
共
、
そ
こ
に
明
か

に
名
義
こ
そ
異
な
れ
、
若
し
も
変
ら
ぬ
心
理
に
依
る
待
遇
で
な
か

ろ
う
か
。
そ
こ
に
或
る
階
級
的
不
平
等
の
存
在
を
認
め
ね
ば
な
ら

な
い
。

而
も
之
れ
を
改
善
し
よ
う
と
は
余
り
に
も
倣
慢
不
遜
の
考
へ
方

（
マ
マ
）

で
な
か
ろ
う
か
。
若
し
改
善
と
称
す
る
な
れ
ば
と
は
、
一
二
百
万
同

胞
に
理
由
な
き
迫
害
を
加
へ
て
怪
ま
い
が
如
き
社
会
其
物
で
な
か

ろ
う
か
。

吾
人
は
水
平
社
と
は
没
交
渉
で
あ
る
。
否
如
何
な
る
も
の
か
も

知
ら
ぬ
。
併
し
彼
等
が
当
然
の
主
張
を
団
結
力
を
以
て
取
ろ
う
と

し
つ
魁
あ
る
事
は
事
実
で
あ
る
。
吾
人
は
そ
れ
を
取
ら
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

本
郡
は
僻
地
で
あ
る
。
水
平
社
に
加
入
し
て
連
動
し
つ
、
有
る

人
が
有
る
と
は
恩
は
い
。
然
れ
共
、
加
入
す
る
否
は
其
の
人
の
自
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（
１
）
 

閂
・
由
意
志
で
あ
る
。
決
し
て
官
憲
に
依
っ
て
関
渉
す
可
き
で
無
く
、

（
ｆ
）
 

又
関
渉
す
る
が
却
て
百
害
あ
り
て
一
利
な
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
口

（
Ⅲ
｝
 

等
は
宜
し
く
要
求
す
べ
き
を
与
ふ
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「
特
殊
部
落
人
」
や
「
新
平
民
」
の
語
を
使
用
し

な
が
ら
も
水
平
社
の
主
張
と
、
そ
れ
を
団
結
の
力
に
よ
っ
て
闘
い

取
ろ
う
と
す
る
運
動
に
理
解
を
示
し
、
こ
れ
に
加
入
せ
ん
と
す
る

者
に
対
す
る
官
憲
の
干
渉
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
黒
田
庄
村
役
場
が
「
女
給
」
を
「
敬
愛
す
る
べ
き
同

胞
の
内
よ
り
雇
用
せ
る
事
を
聞
き
、
喜
び
に
堪
へ
ぬ
。
進
ん
で
吏

員
に
、
小
学
校
教
員
に
一
校
に
一
人
位
い
は
准
教
員
と
し
て
雇
用

し
、
工
場
の
寄
宿
舎
に
も
、
会
社
商
店
の
中
に
も
平
等
の
幸
福
と

利
益
を
享
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
」
と
、
人
材
登
用
を
訴
え
、

そ
の
根
拠
を
「
田
舎
に
は
都
会
人
以
上
に
か
、
る
理
由
な
き
心
理

の
甚
し
き
も
の
あ
る
を
吾
人
は
憂
ふ
」
と
、
苛
酷
な
部
落
差
別
の

存
在
に
求
め
て
い
た
。

最
後
に
、
次
の
よ
う
に
郡
当
局
に
要
請
し
て
い
る
。
「
当
局
は

此
の
危
機
に
臨
み
何
か
の
準
備
あ
り
や
。
労
資
問
題
、
地
主
対
小

（一画）

作
問
題
と
比
ひ
上
「
局
の
賢
察
を
願
ひ
度
い
の
で
あ
る
」
。

Ｍ
Ｙ
生
は
安
達
正
明
に
よ
れ
ば
、
中
村
役
場
書
記
（
の
ち
、
助
役
）

（
胆
）

の
吉
田
万
治
で
あ
ｈ
ソ
、
「
最
も
公
平
に
双
方
の
利
益
を
計
る
為
め

に
、
小
作
人
同
盟
と
か
組
合
の
組
織
が
必
要
で
正
当
で
あ
る
」
と

一
脚
）

訴
え
た
「
先
づ
小
作
人
組
ヘ
ロ
を
起
せ
」
を
初
め
、
「
第
一
一
一
者
と
し

兵
庫
県
清
和
会
は
一
九
二
一
一
一
年
の
設
立
後
、
一
般
へ
の
啓
蒙
宣

伝
活
動
に
取
り
組
み
、
機
関
紙
「
清
和
』
の
発
行
（
’
九
二
三
年

一
二
月
創
刊
）
と
講
演
会
・
懇
談
会
の
開
催
を
軸
と
し
て
、
支
部

設
置
を
急
ぎ
、
翌
一
一
四
年
三
月
上
旬
ま
で
に
は
一
二
、
三
郡
に
支

（
脇
）

部
を
結
成
す
る
な
ど
組
織
の
拡
大
を
進
め
た
。

し
か
し
、
兵
庫
県
清
和
会
の
発
会
式
が
二
一
一
一
年
七
月
の
社
会
改

良
事
業
協
議
会
か
ら
五
ヵ
月
後
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
多
可
郡
の
清

和
会
支
部
の
結
成
も
ま
た
難
産
で
あ
っ
た
。

て
最
も
公
平
に
」
解
決
方
法
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
「
部
落
有
林

（
Ｍ
）
 

野
統
一
に
関
す
る
一
考
察
」
な
ど
を
『
新
播
磨
』
に
寄
稿
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
に
、
多
可
郡
内
に
は
水
平
運
動
に
理
解
を
示
す
主
張

が
投
書
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
同
時
期
に
郡

内
青
年
に
よ
る
自
主
的
解
放
運
動
が
芽
生
え
、
ま
た
水
平
運
動
を

支
持
し
、
参
加
す
る
者
が
い
た
。
県
本
部
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ

よ
う
と
し
た
活
動
家
も
存
在
し
た
。
だ
が
、
そ
の
実
態
は
不
明
で

あ
る
。
組
織
的
な
運
動
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

一
一
兵
庫
県
清
和
会
多
可
郡
支
部
の
結
成
経
緯
と

『
新
播
磨
』
の
主
張

部落解放研究NoLl5720044
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何
故
、
郡
清
和
会
支
部
の
発
足
が
も
た
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
養
繭
期
で
多
忙
の
た
め
」
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
翌
年
春
に

入
っ
て
も
発
足
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
も

と
も
と
、
多
可
郡
内
で
は
改
善
運
動
が
他
郡
と
比
較
す
れ
ば
不
活

発
で
、
揖
保
郡
・
氷
上
郡
・
加
古
郡
な
ど
の
よ
う
に
受
け
皿
と
な

る
郡
単
位
の
改
善
団
体
も
結
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因

初
め
て
兵
庫
県
清
和
会
多
可
郡
支
部
結
成
準
備
の
動
き
が
知
ら

れ
る
の
は
二
四
年
二
月
の
下
旬
で
あ
る
。
そ
の
報
道
に
よ
る
と
、

二
月
二
九
日
に
多
可
郡
役
所
で
清
和
会
委
員
会
が
開
か
れ
「
支
部

設
置
に
関
し
て
種
々
協
議
の
結
果
、
本
月
中
に
会
員
を
募
集
し
、

（
肺
｝

四
月
一
一
○
日
前
後
に
発
会
式
を
挙
行
の
筈
」
で
あ
っ
た
。

続
い
て
三
月
に
は
多
可
郡
町
村
長
会
が
開
か
れ
、
郡
清
和
会
支

部
設
置
を
議
決
し
「
近
く
発
会
式
を
挙
行
す
る
事
と
な
り
目
下
各

（
町
」

町
村
に
於
て
〈
云
員
を
募
集
中
」
と
伝
え
ら
れ
、
会
則
を
公
表
し
た

が
、
会
員
拡
大
は
思
う
よ
う
に
進
捗
せ
ず
、
「
命
）
よ
来
る
（
五
月

ｌ
引
用
者
注
）
三
○
日
、
中
町
公
会
堂
に
於
て
発
会
式
を
挙
行
の

（
旧
）

一
四
）

筈
」
が
、
「
養
繭
期
で
多
忙
の
た
め
」
七
月
中
旬
ま
で
延
期
と
な

っ
た
。

こ
の
後
も
、
六
月
の
郡
町
村
長
会
で
「
清
和
会
に
関
す
る
件
」

（
鋤
）

〈
別
）

な
ど
が
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、
一
一
一
月
の
郡
町
村
長
〈
玄
で
は
協
議

事
項
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
全
く
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
二
四
年
六
月
以
降
、
翌
年
三
月

迄
の
間
に
支
部
設
置
の
動
き
は
、
『
新
播
磨
』
に
は
管
見
の
限
り

報
道
さ
れ
て
い
な
い
。

で
は
水
平
運
動
に
期
待
を
示
し
、
「
水
平
社
運
動
を
何
と
見
る
」

を
掲
載
し
た
『
新
播
磨
』
は
清
和
会
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
兵
庫
県
清
和
会
多
可
郡
支
部
の
発
会
式
が
挙
行

予
定
と
さ
れ
た
二
四
年
五
月
に
『
新
播
磨
』
は
「
清
和
会
支
部
設

置
に
就
て
」
と
題
す
る
論
説
を
掲
載
す
る
。
こ
の
論
説
は
、
水
平

社
は
自
主
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
設
置
さ
れ
よ
う
と
す

る
清
和
会
は
官
製
で
あ
り
、
幹
部
た
る
地
方
の
当
局
者
・
教
育
者

は
差
別
撤
廃
の
た
め
模
範
を
示
す
誠
意
が
あ
る
の
か
、
と
次
の
よ

う
に
厳
し
く
間
う
て
い
る
。

一
で
〉
一

聞
く
が
如
く
ん
ぱ
、
清
和
会
の
各
幹
部
は
多
く
地
方
の
、
王
脳
者

並
に
校
長
等
を
以
て
充
て
る
よ
う
で
あ
る
。
而
も
其
村
長
た
り
校

長
た
る
も
の
、
果
し
て
吏
員
及
教
師
に
幾
人
我
兄
姉
を
採
用
し

つ
、
あ
り
や
。
会
員
た
る
伍
長
、
什
長
は
如
何
な
る
程
度
迄
吾
兄

姉
を
理
解
せ
り
や
。
吾
人
は
之
を
考
へ
る
時
、
そ
ぎ
ろ
心
暗
き
感

な
き
能
ず
。

彼
等
が
唱
へ
る
名
論
は
其
心
底
よ
り
の
叫
び
な
り
や
。
然
ら
ば

後
日
、
中
学
・
女
学
を
卒
業
し
た
る
我
兄
姉
が
母
校
に
教
師
と
し一地――

て
雇
用
方
を
申
請
し
た
る
時
、
快
諾
し
て
優
遇
す
る
や
。
又
其
他

に
駐
在
所
を
設
け
、
地
方
文
化
促
進
と
融
和
の
た
め
先
当
局
た
る
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主
張
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
恩
恵
的
に
受
く
べ
き
に
あ
ら
ず
、
当
然
獲
得
す
べ

き
も
の
を
獲
得
す
る
。
そ
こ
に
こ
そ
真
理
の
閃
き
が
あ
り
、
水
平

運
動
は
起
れ
る
も
の
を
、
清
和
会
が
如
何
に
時
代
の
要
求
に
副
ふ

（
供
）

や
く
う
後
の
活
動
に
俣
つ
」
と
、
水
平
運
動
の
妥
当
性
に
対
し
、
融

和
運
動
は
熱
を
持
っ
て
い
な
い
と
次
の
よ
う
に
批
判
し
た
。

唯
、
申
訳
的
に
多
数
会
員
を
募
集
し
、
何
等
相
互
の
心
底
に
触

る
、
な
き
表
面
の
問
題
を
作
っ
て
研
究
・
論
議
し
、
物
質
的
援
助

や
一
片
の
識
演
等
を
以
て
し
て
は
地
方
改
善
や
相
互
親
睦
の
実
を

拳
ぐ
る
事
は
、
不
可
能
事
た
る
べ
く
。
要
は
理
解
あ
る
人
々
が
吾

兄
姉
を
中
心
と
し
て
、
会
に
伍
し
膝
を
交
へ
て
相
談
し
、
温
き
愛

情
に
よ
っ
て
其
行
動
を
共
に
す
る
虚
に
互
に
理
解
し
合
ひ
、
水
平

運
動
の
必
要
も
な
く
、
公
正
平
等
の
幸
福
を
享
有
出
来
得
る
の
で

・
郡
署
長
其
他
の
当
然
寄
留
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
人
達
は
、
其
地
に
起
居

を
共
に
し
て
自
ら
其
範
を
示
す
だ
け
の
誠
意
あ
り
や
。

吾
人
は
美
名
を
好
ま
ず
、
自
ら
之
を
行
ふ
事
能
ず
し
て
地
方
民

に
結
婚
を
奨
励
し
、
且
つ
其
会
長
幹
事
た
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う

”一」

か
疑
は
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
る
。

論
説
は
、
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
清
和
会
郡
支
部
の
幹
部
諸

氏
に
対
し
て
「
名
論
」
だ
け
で
な
く
、
差
別
撤
廃
の
具
体
的
行
動

を
求
め
て
お
り
、
し
か
も
「
権
力
と
金
力
」
に
よ
る
上
か
ら
の
組

織
化
を
痛
烈
に
批
判
し
、
組
織
に
と
っ
て
自
主
性
が
最
も
肝
要
と

あ
る
。

論
説
の
筆
者
、
安
達
渓
月
は
こ
の
年
（
一
九
二
四
年
）
主
筆
に

迎
え
ら
れ
、
激
化
す
る
小
作
争
議
を
背
景
に
、
早
速
「
農
民
運
動

一
郷
｝

に
就
い
て
」
を
執
筆
、
汕
辰
民
の
勤
勉
に
反
し
て
「
社
〈
雪
は
経
済
的

破
綻
を
以
て
し
、
此
の
善
良
に
報
ゆ
る
に
侮
蔑
の
念
」
を
持
っ
て

い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

さ
ら
に
論
説
は
、
県
清
和
会
の
目
的
を
「
心
と
心
の
融
和
」
と

表
現
し
て
い
る
よ
う
に
、
観
念
的
と
の
誇
り
は
免
れ
な
い
が
、
遮

二
無
二
支
部
の
設
置
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
郡
当
局
者
に
と
っ

て
は
痛
烈
な
批
判
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
県
清
和
会
郡
支
部
の
設
置
は
一
年
余
り
頓
挫
し

た
が
、
一
九
二
五
年
三
月
の
郡
町
村
長
会
で
改
め
て
「
清
和
会
支

〈
劃
）

部
発
会
式
に
関
す
る
件
」
が
議
決
さ
れ
、
四
月
の
同
△
雪
で
は
「
五

月
一
○
日
清
和
会
発
会
式
挙
行
の
件
、
及
び
講
習
会
の
件
」
を
協

（
霊
」

｛
正
、
実
行
に
移
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
五
月
一
○
日
の
清
和
会
郡
支
部
発
会
式
は
順
調
に
進

行
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
佐
藤
郡
長
の
式
辞
後
、
支
部
会
則
の

議
定
に
入
る
や
「
一
寸
波
潤
を
見
せ
か
け
」
、
結
局
「
迎
山
治
兵

衛
氏
の
主
張
通
り
原
案
の
一
部
に
修
正
を
加
へ
、
役
員
選
挙
は
細

田
県
議
及
各
町
村
長
に
錐
衡
を
一
任
し
て
支
部
長
は
佐
藤
郡
長
、

（
麺
一

副
支
部
長
は
斎
藤
署
長
に
決
定
」
し
た
な
ど
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
清
和
会
機
関
紙
で
は
発
会
式
の
模
様
を
「
佐
藤
郡
長
が

部落解放研究NOd57 2004.4 



4６ 

開
会
式
に
到
る
経
過
報
告
を
為
す
。
理
路
整
然
た
る
、
よ
い
挨
拶

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
会
則
、
決
議
、
役
員
選
挙
だ
が
、
こ
れ
が

（
幻
）

ま
た
、
大
な
る
熱
を
以
て
行
は
れ
た
」
と
評
価
す
る
が
、
睾
戯
場
の

「
波
乱
」
を
「
大
い
な
る
熱
」
と
表
現
し
、
さ
ら
に
原
案
の
一
部

に
修
正
を
加
え
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
な
い
な
ど
、
落
差
は
大

き
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
し
た
妥
協
の
上
に
清
和
会
郡
支
部
が
発
足
す
る
。
清
和
会

多
可
郡
支
部
の
事
業
も
、
啓
蒙
宣
伝
活
動
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
郡

支
部
発
足
直
後
の
五
月
一
二
日
か
ら
一
四
日
ま
で
清
和
会
主
催
の

婦
人
講
習
会
が
中
町
東
山
正
福
寺
で
開
か
れ
、
並
行
し
て
一
三
日

に
は
清
和
会
主
催
の
講
演
会
が
軌
保
（
県
社
会
課
嘱
託
）
、
前
田
（
本

（
醍
）

願
寺
）
を
講
師
に
西
脇
校
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
多
可
郡
支
部
で
は
二
六
年
秋
に
職
業
及
び
生
産
品
の
販

（
鋤
）

一
元
組
織
の
改
善
方
法
を
協
議
し
、
藤
本
会
長
が
県
清
和
会
と
交
渉

の
結
果
、
五
○
○
円
の
補
助
を
得
て
中
町
東
山
農
会
が
動
力
農
具

一
鋤
）

を
購
入
、
’
一
月
一
二
○
日
か
ら
仕
事
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
水
平
社
創
立
以
後
、
そ
れ
ま
で
改
善
運
動

が
低
調
で
あ
っ
た
多
可
郡
で
も
清
和
会
の
郡
支
部
が
一
年
余
り
の

頓
挫
後
に
結
成
さ
れ
、
被
差
別
部
落
に
対
す
る
取
り
組
み
が
動
き

出
し
た
。
し
か
し
、
差
別
事
件
は
相
次
い
だ
の
で
あ
る
。

水
平
社
が
県
内
各
地
で
結
成
さ
れ
、
後
を
追
う
よ
う
に
兵
庫
県

清
和
会
の
市
・
郡
支
部
も
相
次
い
で
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
。
徹
底

的
糺
弾
は
初
期
水
平
社
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、

差
別
事
件
に
対
し
て
は
水
平
社
未
結
成
地
域
で
も
部
落
大
衆
に
よ

っ
て
闘
わ
れ
、
付
近
の
水
平
社
の
支
援
の
ほ
か
、
清
和
会
・
郡
役

（
釦
）

所
な
ど
の
調
停
で
解
決
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
は
差
別
撤

廃
を
求
め
る
被
差
別
部
落
の
人
々
の
声
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
た

以
上
、
融
和
団
体
や
県
郡
当
局
と
し
て
も
そ
れ
を
水
平
社
に
よ
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
の
手
で
進
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

多
可
郡
で
は
前
述
の
如
く
、
水
平
社
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
が
、

郡
内
の
部
落
大
衆
は
時
に
は
隣
郡
の
加
東
郡
水
平
社
に
支
援
を
求

め
る
な
ど
、
差
別
事
件
に
対
し
て
果
敢
に
闘
っ
て
い
る
。
以
下
、

検
討
す
る
差
別
事
件
は
、
地
元
紙
「
新
播
磨
』
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

多
可
郡
内
の
差
別
事
象
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
二
三
年
か

ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
「
田
舎
に
は
都
会
人
以
上
に
か
国
る
理

由
な
き
心
理
の
甚
し
き
も
の
」
が
あ
る
と
指
摘
し
た
Ｍ
Ｙ
生
の
「
水

平
社
運
動
を
何
と
見
る
」
が
『
新
播
磨
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
年
で
あ
る
。

三
頻
発
す
る
差
別
事
件
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翌
七
月
に
は
杉
原
谷
村
杉
部
の
中
山
が
一
四
日
午
後
、
同
村
三

谷
の
理
髪
店
に
散
髪
を
し
よ
う
と
出
掛
け
た
際
、
こ
れ
か
ら
伊
勢

識
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
と
断
わ
ら
れ
た
。
中
山
は
こ
れ

を
村
民
に
告
げ
る
と
、
「
差
別
的
待
遇
を
す
る
」
と
憤
慨
。
翌
一

五
日
に
休
業
し
、
西
敦
寺
に
集
合
の
上
、
理
髪
店
に
押
し
か
け
、

西
脇
町
の
飲
食
店
藤
本
方
の
雇
い
仲
居
が
三
月
に
自
分
の
部
屋

で
揮
発
油
を
呑
み
、
自
殺
せ
ん
と
し
た
が
、
家
人
に
発
見
さ
れ
－

命
を
辛
う
じ
て
取
り
留
め
た
。
そ
の
原
因
は
、
客
が
一
杯
機
嫌
で

「
お
前
は
エ
タ
で
あ
ろ
う
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
こ
と
が
偶
然
に
も
当
た
り
、

〈
蛇
）

そ
れ
を
苦
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
『
新
播
磨
』
に
報
道
さ
れ
た
最
初
の
差
別
糾
弾
は
、
二

三
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
黒
田
庄
村
前
坂
の
飛
田
・
北
山
の
二

人
が
六
月
二
七
日
に
同
村
黒
田
の
藤
原
方
に
雇
わ
れ
田
植
え
に
行

っ
た
が
、
大
雨
の
た
め
帰
宅
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
を
見
た
藤
原

が
立
腹
し
て
、
「
差
別
的
言
語
を
使
っ
て
肱
い
た
」
一
一
一
一
口
葉
を
二
人

が
聞
き
、
区
長
に
「
吾
等
否
我
村
を
侮
辱
し
た
」
と
告
げ
た
。
区

長
は
藤
原
に
真
偽
を
質
し
た
が
容
易
に
「
自
白
」
し
な
い
の
で
、

青
年
会
が
会
員
を
招
集
し
、
藤
原
を
光
福
寺
に
伴
い
詰
問
、
「
私
事
、

先
日
貴
村
に
対
し
差
別
的
言
語
を
申
述
べ
候
へ
共
、
以
後
は
子
孫

に
至
る
迄
、
決
し
て
右
様
の
言
語
動
作
等
は
致
間
敷
、
謝
罪
証
依

て
如
件
」
と
の
謝
罪
状
を
前
坂
村
に
提
出
し
、
三
○
日
夜
中
に
解

（
麺
｝

決
し
て
い
る
。

「
何
故
、
俺
等
の
散
髪
は
出
来
な
い
の
だ
。
其
の
理
由
を
聞
か
せ
」

と
抗
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
村
署
の
三
人
の
巡
査
が
出
張
、

結
局
三
谷
区
長
・
什
長
二
人
と
理
髪
店
の
親
子
が
寺
に
駆
け
つ

（
鋼
｝

け
、
謝
罪
し
て
夜
中
に
漸
く
解
決
し
た
。

さ
ら
に
、
二
五
年
六
月
に
は
山
陽
中
央
水
力
電
気
㈱
の
「
工
夫
」

が
西
脇
町
内
の
起
毛
工
場
で
内
線
工
事
中
、
日
野
村
前
島
の
中
島

に
「
差
別
的
言
語
を
弄
し
」
、
中
島
は
帰
宅
後
に
付
近
の
人
々
に

告
げ
、
一
方
加
東
郡
水
平
社
に
も
打
電
す
る
。
翌
日
に
は
加
東
郡

水
平
社
執
行
委
員
長
の
前
田
忠
太
郎
ら
が
来
町
す
る
が
、
斎
藤
警

一
鍋
）

察
署
長
・
秋
山
視
学
ら
の
調
停
で
解
決
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
次
々
と
差
別
事
件
・
差
別
事
象
が
発
覚
す
る
な

か
、
『
新
播
磨
』
は
前
述
の
「
清
和
会
支
部
設
置
に
つ
い
て
」
と

題
す
る
論
説
を
巻
頭
に
掲
載
し
、
苛
酷
な
差
別
の
実
態
を
撤
廃
す

る
た
め
に
人
材
登
用
・
駐
在
所
の
設
置
、
郡
当
局
者
な
ど
の
地
域

（
蝿
）

へ
の
寄
幼
田
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
清
和
会
郡
支
部
が
発
足
し
た
翌

月
に
山
陽
中
央
水
力
電
気
の
労
働
者
に
よ
る
差
別
事
件
が
起
こ

り
、
前
島
の
村
民
が
加
東
郡
水
平
社
に
支
援
を
求
め
る
な
ど
、
郡

当
局
者
は
対
応
に
追
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
坂
で
は
青
年

会
が
謝
罪
状
を
取
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
水
平
運
動
の
影
響
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

部落解放研究Nql5720044
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兵
庫
県
内
の
東
播
磨
（
東
播
）
地
方
の
最
北
端
に
位
置
す
る
多

可
郡
は
西
脇
町
の
西
脇
区
と
中
村
町
な
ど
中
村
（
の
ち
の
中
町
）

の
中
心
部
を
除
け
ば
、
地
域
全
体
と
し
て
は
農
村
地
帯
で
あ
り
、

西
脇
周
辺
の
地
場
産
業
で
あ
る
播
州
織
が
海
外
市
場
に
進
出
し
、

飛
躍
的
に
発
展
す
る
の
は
関
東
大
震
災
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

小
作
農
・
自
小
作
農
に
と
っ
て
農
業
経
営
上
の
最
大
の
困
難
は

小
作
料
の
高
位
性
に
あ
り
、
こ
の
た
め
小
作
側
の
労
働
に
見
合
う

収
益
確
保
を
目
指
し
た
闘
い
が
、
小
作
料
減
免
要
求
と
し
て
一
九

（
釘
）

一
一
一
一
年
に
多
可
郡
内
に
も
発
生
し
、
ま
た
一
一
○
年
一
件
、
一
一
二
年

｛
郷
）

一
一
一
件
、
一
一
一
一
一
年
三
件
の
小
作
争
議
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
小
作
争
議
報
告
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

が
、
黒
田
庄
村
前
坂
で
は
一
九
二
一
年
に
凶
作
な
ど
の
た
め
小
作

争
議
が
起
こ
り
、
翌
二
二
年
に
入
っ
て
も
未
解
決
の
た
め
小
作
人

一
同
が
「
哀
願
的
に
」
各
地
主
に
迫
り
、
一
方
で
は
小
作
人
の
団

｛
羽
｝

体
で
あ
る
国
本
△
玄
が
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
被
差
別
部
落
の
小
作
人
団
体
・
国
本
会
に
つ
い
て
は
安
達

正
明
が
初
め
て
、
日
本
農
民
組
合
兵
庫
県
連
合
会
の
傘
下
に
東
播

連
合
会
が
組
織
さ
れ
、
同
連
合
会
の
構
成
支
部
に
は
加
東
郡
内
の

支
部
名
も
あ
り
、
さ
ら
に
同
郡
に
は
水
平
社
も
結
成
さ
れ
た
が
、

四
多
可
郡
の
小
作
争
議
と
国
本
会

「
加
東
郡
に
北
接
す
る
多
可
郡
で
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
組
織
さ

れ
」
ず
、
「
わ
ず
か
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
『
現
に
滅
亡
し
つ

つ
あ
る
自
己
を
救
う
べ
く
焦
眉
の
急
務
』
（
設
立
趣
意
書
）
と
う

た
っ
て
、
国
本
会
（
黒
田
庄
村
）
の
発
足
を
み
た
に
と
ど
ま
る
」

｛
㈹
〉

と
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
一
一
一
一
口
及
は
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
黒
田
庄
町
史
』
に
は
、
黒
田
庄
村
の
「
村
当
局
者
及

（
→
①
→
も
〉

び
大
幅
地
主
層
は
、
本
村
に
も
『
誤
レ
ル
民
本
・
平
等
ノ
田
些
想
』

が
入
っ
て
き
て
お
り
、
小
作
人
が
『
官
公
ヲ
軽
ク
見
』
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
し
て
、
何
ら
か
の
対
策
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
村
に
は
村
外
地
主
に
よ
る
土
地
所
有
も
か
な
り
に
の
ぼ

っ
て
お
り
、
大
正
二
年
段
階
で
、
田
地
約
五
八
町
歩
・
畑
地
約

一
杣
｝

一
一
町
歩
に
も
な
っ
て
い
た
」
と
地
、
王
と
小
作
人
問
の
矛
盾
を
強
調

し
て
い
る
が
、
前
坂
村
小
作
争
議
の
指
摘
は
な
い
。
さ
ら
に
、
『
西

脇
市
史
」
史
料
篇
二
九
七
六
年
）
に
至
っ
て
は
、
小
作
争
議
は

一
件
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
地
元
の
黒
田
庄
町
解
放
教
育
研
究
集
会
教
材
研
究
委
員

一
勉
一

へ
玄
が
作
成
し
た
『
部
落
の
歴
史
と
文
化
』
に
は
資
料
中
の
「
資
料

２
、
検
地
・
地
租
改
正
と
身
分
差
別
２
」
（
年
表
）
に
国
本
会
の

名
称
と
括
弧
を
付
し
て
前
坂
の
小
作
人
組
織
と
の
説
明
は
あ
る

が
、
結
成
年
月
や
小
作
争
議
の
内
容
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

以
下
関
係
記
事
を
検
討
す
る
。

『
新
播
磨
』
は
創
刊
当
初
か
ら
小
作
農
民
の
苦
境
と
そ
の
打
開
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策
を
論
説
や
投
書
で
示
し
た
。
そ
れ
は
時
代
の
変
化
を
認
識
し
た

『
新
播
磨
』
の
発
行
人
や
同
紙
を
支
え
た
地
域
の
知
識
人
に
と
っ

て
地
主
の
横
暴
が
相
も
変
わ
ら
ず
存
在
し
、
｜
方
、
小
作
農
民
は

団
結
の
力
を
自
覚
し
、
活
発
な
小
作
争
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
現

実
を
反
映
し
て
い
た
。

こ
と
に
一
九
二
一
年
は
凶
作
で
、
高
率
小
作
料
に
対
す
る
小
作

農
民
の
不
満
は
高
く
、
兵
庫
県
内
の
小
作
争
議
は
「
大
正
十
年
ノ

（
㈹
）

凶
作
以
降
俄
二
激
増
」
し
、
地
主
に
一
一
割
五
分
～
’
一
一
割
減
額
の
要

求
を
各
地
で
提
起
し
て
い
た
。
多
可
郡
黒
田
庄
村
前
坂
で
も
凶
作

と
「
一
昨
年
か
ら
の
行
掛
り
の
為
に
真
の
解
決
が
出
来
」
な
い
た

（
帆
）

め
に
「
未
だ
に
年
貢
米
を
一
工
納
せ
ず
」
、
紛
糾
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

翌
二
二
年
末
に
は
前
坂
の
小
作
人
は
「
文
面
を
認
め
、
小
作
人

一
同
と
し
て
哀
願
的
に
各
地
主
に
迫
り
、
一
方
に
於
て
は
国
本
会

な
る
」
団
体
を
組
織
し
、
小
作
料
減
免
を
要
求
し
「
盛
に
気
勢
を

煽
り
つ
つ
あ
」
っ
た
。

こ
の
前
坂
の
小
作
人
が
認
め
た
書
面
に
は
、
次
の
よ
う
に
小
作

米
減
免
の
理
由
と
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

我
々
小
作
人
が
畢
生
の
努
力
を
し
ま
し
て
も
、
地
質
水
利
の
都

合
上
、
此
地
方
で
は
ど
う
し
て
も
反
に
三
石
の
収
穫
米
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
こ
そ
は
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
の
に
、
や
っ
ぱ
り
駄

（
マ
マ
）

目
で
し
た
。
一
一
石
七
、
八
斗
平
均
が
一
ハ
つ
か
し
い
で
す
。
此
中
よ

り
改
良
米
一
石
五
斗
内
外
の
小
作
料
を
納
め
ま
す
と
、
残
り
は
屑

－
１
｜
 

米
共
に
一
石
一
、
一
一
科
と
藁
代
と
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
算
盤
を

持
ち
ま
し
て
も
、
肥
料
代
其
他
合
計
二
十
二
、
三
円
の
失
費
と
二

人
以
上
の
労
働
賃
金
の
出
る
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
種
々
苦
心
焦
慮
の
結
果
、
甚
だ
以
て
御
気
毒
の
至
り
で

す
が
、
地
主
各
位
の
深
大
の
御
同
情
に
槌
り
て
小
作
料
の
軽
減
を

御
願
ひ
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
左
も
な
く
ば
我
々
は
滅
亡
の
外

〈
伯
）

あ
り
士
ふ
せ
ん
。

各
地
主
に
認
め
た
書
面
は
「
哀
願
的
」
で
あ
っ
た
が
、
減
免
の

意
志
は
堅
く
、
長
期
戦
と
な
っ
た
。

翌
二
一
一
一
年
二
月
に
は
「
目
下
、
多
可
郡
黒
田
庄
村
前
坂
に
は
小

作
争
議
が
起
り
、
全
戸
数
百
五
十
戸
は
不
安
に
襲
は
れ
」
、
「
此
儘

で
推
移
し
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
百
五
十
戸
は
百
戸
位
に
減
じ
、
部

落
は
大
い
に
衰
微
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
う
の
で
、
二
一
日
、
郡
会

議
員
藤
井
節
太
郎
氏
は
県
農
会
に
出
頭
し
」
善
後
策
を
協
議
し
た
。

さ
ら
に
県
農
会
は
、
二
三
年
度
の
新
事
業
と
し
て
四
月
か
ら
農
事

相
談
所
を
開
き
、
種
々
の
紛
議
に
対
し
て
調
停
を
試
み
る
こ
と
を

計
画
し
、
前
坂
の
小
作
争
議
に
対
し
て
も
早
速
、
山
脇
延
吉
県
農

（
将
）

会
会
長
ら
が
協
議
中
と
ｊ
ｂ
報
道
弐
ご
れ
た
。

藤
井
自
身
は
山
脇
県
農
会
会
長
ら
と
会
見
し
、
前
坂
の
小
作
問

題
で
意
見
を
交
換
し
た
の
は
事
実
だ
が
、
調
停
を
依
頼
し
た
と
い

う
の
は
事
実
無
根
で
、
自
分
は
地
主
と
小
作
人
の
中
間
に
立
ち
た

（
砺
）

い
と
反
論
し
て
い
う
○
・
し
か
し
、
『
新
播
磨
』
が
調
停
依
頼
の
記

部落解放研究NCLl5720044
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事
を
掲
載
し
た
の
は
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

前
坂
の
全
戸
数
は
一
九
一
一
三
年
当
時
一
四
八
戸
。
内
自
作
農
一

八
、
小
作
人
一
○
○
、
労
働
者
三
○
の
純
農
村
で
、
耕
地
四
○
町

の
内
訳
は
自
作
一
二
～
一
三
町
、
そ
の
他
は
他
村
大
地
主
の
所
有

が
大
半
で
あ
り
、
残
余
は
小
作
人
の
僅
か
な
所
有
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
前
述
の
書
面
の
如
く
、
小
作
料
は
高
率
の
た
め
肥
料
代
に

も
足
ら
ず
、
凶
作
は
生
活
難
に
一
層
拍
車
を
掛
け
、
争
議
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
県
議
ら
の
調
停
は
不
調
に
終
わ
っ
た
ら
し
く
、
三
月
に
は

前
坂
の
光
福
寺
内
に
国
本
会
の
仮
本
部
を
置
き
、
「
郷
土
の
改
善

（
相
）

に
就
て
識
者
の
同
情
を
求
む
る
書
」
と
題
す
る
長
文
の
国
本
会
瓠
亟

置
の
理
由
と
支
持
の
訴
え
を
一
新
播
磨
』
に
寄
せ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
耕
地
が
少
な
い
の
に
小
作
料
は
高
率
で
、
一
方
副

（
⑲
）
 

業
は
乏
し
く
、
且
山
林
も
敗
訴
の
結
果
少
な
く
、
薪
炭
を
得
る
に

困
難
な
ど
の
た
め
村
は
疲
弊
し
、
明
治
の
初
年
に
は
二
○
○
戸
以

上
も
あ
っ
た
人
口
も
激
減
し
た
。
中
学
校
、
女
学
校
を
卒
業
し
た

者
も
皆
無
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
貧
困
の
苦
悶
は
「
祖
先
以
来
、

数
百
千
年
伝
統
的
に
潜
在
鯵
積
せ
る
萬
糾
の
怨
念
」
即
ち
、
部
落

差
別
の
苛
酷
さ
に
起
因
す
る
と
訴
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
我
等
が
今
此
国
本
会
な
る
も
の
を
創
立
し
た
の
も
、

決
し
て
閑
餘
の
好
事
で
は
な
い
。
現
に
滅
亡
し
つ
魁
あ
る
自
己
を

救
ふ
く
く
焦
眉
の
急
務
で
あ
る
。
併
し
夫
に
し
て
は
我
等
は
あ
ま

り
に
微
力
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
。
伏
し
て
天
下
の
仁

一
帥
）

人
義
士
に
訴
ふ
。
希
く
は
深
大
の
同
情
を
以
て
来
り
て
、
｜
臂
を

我
等
の
事
業
に
賛
し
た
ま
わ
ん
こ
と
を
」
と
支
持
を
訴
え
、
仮
本

部
国
本
会
創
立
発
起
人
と
し
て
池
田
元
、
亀
尾
伊
之
助
、
山
川
善

松
、
山
口
博
二
、
北
脇
仁
松
の
氏
名
を
列
記
し
て
い
る
。

既
に
二
二
年
四
月
に
は
神
戸
で
日
本
農
民
組
合
が
創
立
さ
れ
、

直
後
か
ら
東
播
地
方
で
は
宍
粟
・
印
南
・
加
古
・
加
東
郡
で
活
発

な
宣
伝
が
行
わ
れ
た
結
果
、
翌
二
三
年
五
月
に
日
農
東
播
連
合
会

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
年
は
前
年
か
ら
の
淡
路
鳥
飼
村
中
組
を
始

め
、
尼
崎
市
東
難
波
・
西
難
波
、
加
古
郡
宗
佐
村
・
阿
閑
村
、
印

南
郡
米
田
村
、
加
東
郡
上
東
条
村
、
加
西
郡
九
会
村
、
宍
粟
郡
染

河
内
村
な
ど
で
小
作
争
議
が
起
こ
り
、
尼
崎
、
米
田
、
九
会
村
な

ど
で
は
有
利
な
条
件
で
解
決
し
て
い
る
。

し
か
し
、
前
坂
で
は
各
地
主
が
頑
な
に
減
免
を
認
め
ず
、
二
一
一
一

年
も
未
解
決
の
ま
ま
年
を
越
し
た
。
翌
二
四
年
は
郡
内
全
体
が
「
稀

有
の
旱
害
の
為
、
今
や
稲
作
収
穫
期
に
際
し
て
、
過
去
半
歳
に
於

一
マ
マ
）

け
る
油
と
汗
の
必
死
的
努
力
は
、
空
し
く
凶
作
て
ふ
悲
し
む
べ
き

結
果
に
到
り
、
地
主
も
小
作
人
も
枯
穂
を
前
に
し
て
長
大
息
す
る

（
釦
）

惨
状
」
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
前
坂
の
小
作
人
は
、
二
四
年
二
月
頃
に
国
本
会
を

中
心
と
し
て
協
議
の
結
果
、
「
本
年
は
未
曾
有
の
旱
害
に
際
し
、

不
眠
不
休
の
努
力
に
よ
っ
て
辛
ふ
じ
て
今
日
の
収
穫
を
見
る
に
至
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「
小
作
人
惣
代
た
る
同
村
山
川
伝
松
、
亀
尾
伊
之
助
、
柳
田
民
蔵

一
戸
び
こ

へ
申
出
で
、
近
く
地
、
王
側
に
対
し
交
渉
を
開
始
す
る
筈
」
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
作
争
議
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
ろ
う

多
可
郡
町
村
長
会
が
二
月
一
四
日
に
開
か
れ
、
席
上
「
小
作
調

（
鼬
）

停
法
趣
旨
並
曰
及
に
関
す
る
件
」
な
ど
の
協
議
を
予
定
し
て
い
る
。

翌
二
五
年
の
一
月
、
紛
糾
を
続
け
て
い
た
郡
内
の
小
作
争
議
が

相
次
い
で
解
決
し
た
。
黒
田
庄
村
田
高
と
日
野
村
市
原
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
部
落
外
の
小
作
争
議
で
あ
る
が
、
「
其
他
各
地
の
争
議

（
麺
｝

も
近
く
全
部
の
解
決
を
見
る
模
様
」
と
一
新
播
磨
』
は
観
測
し
て

い
る
。

し
か
し
、
前
坂
の
小
作
争
議
の
結
末
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
新

播
磨
』
は
こ
れ
以
降
も
郡
内
の
小
作
争
議
に
つ
い
て
は
報
道
し
て

い
る
が
、
前
坂
の
争
議
の
結
末
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

前
坂
で
は
小
作
争
議
の
渦
中
の
二
四
年
に
は
区
長
選
挙
で
の
不

（
別
）

正
投
諏
一
泰
が
発
覚
し
、
翌
一
一
五
年
に
は
光
福
寺
住
職
の
費
消
問
題
も

発
覚
、
ま
た
三
五
年
に
も
新
住
職
の
排
斥
問
題
で
混
迷
が
深
ま
っ

た
。
こ
れ
ら
は
争
議
の
結
末
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
さ
ら
に
多
可
郡
内
で
は
日
本
農
民
組
合
に
結
集
し
た
村

付
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
万
一
夫
を
容
れ
ら
れ
ざ
る

て
は
、
費
用
と
し
て
反
当
四
十
円
宛
支
給
を
要
求
す
る
」
と
綴

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
地
主
と
し
て
は
当
然
、
小
作
人
に
全
部
給

付
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
万
一
夫
を
容
れ
ら
れ
ざ
る
に
於

て
は
、
費
用
と
し
て
反
当
四
十
円
宛
支
給
を
要
求
す
る
」
と
綴
り
、

近
代
部
落
史
研
究
に
と
っ
て
地
方
新
聞
は
何
物
に
も
変
え
が
た

い
資
料
源
の
一
つ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
兵
庫
の
束
播
磨
地
方
の
多

可
郡
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
新
播
磨
』
を
素
材
に
、
水
平
運
動
未

設
置
地
域
に
お
け
る
地
方
新
聞
の
水
平
運
動
観
、
融
和
運
動
観
と

差
別
事
件
、
小
作
争
議
を
不
十
分
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

た
。そ
こ
で
は
、
水
平
運
動
未
設
置
地
域
で
あ
っ
て
も
自
主
的
解
放

運
動
が
存
在
し
、
さ
ら
に
こ
の
自
覚
団
の
「
趣
意
」
は
独
立
系
水

平
社
と
考
え
ら
れ
る
氷
上
立
憲
水
平
社
の
ビ
ラ
と
と
も
に
保
存
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
新
聞
の
『
新
播
磨
』
は
団
結

の
力
に
よ
っ
て
闘
い
と
ろ
う
と
す
る
水
平
社
の
運
動
に
理
解
を
示

し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
清
和
会
郡
支
部
の
創
立
は
一
年
も
頓
挫
し
、

妥
協
の
上
に
発
足
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
小
作
争
議
の
渦
中
に
被

差
別
部
落
の
小
作
人
団
体
・
国
本
会
が
生
ま
れ
、
他
村
地
主
ら
と

長
期
間
闘
い
続
け
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
し
か
し
、
小
作
争

議
の
結
末
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
支
部
）
も
な
く
、
各
地
主
も
頑
迷
で
、
孤
立
無
援
の
闘
い
が
続
き
、

有
力
者
の
調
停
で
終
結
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

結
び
に
か
え
て

部落解放研究No15720044
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注

（
１
）
安
達
正
明
「
地
方
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成
立
と
そ

の
変
貌
ｌ
兵
庫
県
北
播
・
西
脇
地
方
に
お
け
る
場
合
」
（
兵
庫
史

学
会
『
兵
庫
史
学
』
帥
号
、
一
九
七
三
年
四
月
）
。

（
２
）
安
達
正
明
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
『
新
播
磨
』
Ｉ
高
瀬
孤
舟

と
安
達
渓
月
」
そ
の
１
．
そ
の
２
ｓ
広
報
に
し
わ
き
』
’
八
○
・

一
八
一
号
、
一
九
七
三
年
一
月
・
二
月
）
。

（
３
）
「
軍
隊
へ
も
食
入
っ
た
／
水
平
社
の
全
国
的
大
運
動
」
『
神
戸
又

新
日
報
』
一
九
二
一
一
一
年
一
一
月
一
日
付
（
兵
庫
部
落
解
放
研
究
所
『
兵

庫
県
水
平
運
動
史
料
集
成
』
二
○
○
一
一
年
、
’
一
頁
）
。

（
４
）
田
宮
武
「
新
聞
記
事
か
ら
み
た
水
平
社
運
動
』
関
西
大
学
出
版
会
、

’
九
九
一
年
。
前
掲
『
兵
庫
県
水
平
運
動
史
料
集
成
」
二
○
○
二

年
。

（
５
）
池
田
周
二
家
所
蔵
文
書
（
兵
庫
県
部
落
史
研
究
委
員
会
『
兵
庫

県
同
和
教
育
関
係
史
料
集
』
三
巻
、
一
九
七
四
年
、
五
九
一
～
五

九
二
頁
）
。

（
６
）
鈴
木
良
「
京
都
に
お
け
る
水
平
社
の
成
立
」
二
部
落
問
題
研
究
』

付
記
『
新
播
磨
』
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、
西
脇
市
郷
土
資
料
館
と

脇
坂
俊
夫
氏
に
格
別
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
末
尾
な

が
ら
お
礼
申
し
あ
げ
る
。
尚
、
本
稿
は
第
二
回
原
田
伴
彦
・
部
落
史

研
究
奨
励
金
の
交
付
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

平
運
動
資
料
集
』
５
巻
、
不
二
出
版
、
一
九
八
九
年
一
○
月
、
’

一
九
頁
）
。

（
Ⅲ
）
『
丹
陽
新
聞
』
’
九
一
一
六
年
四
月
一
一
二
日
付
（
前
掲
、
田
宮
武
『
新

聞
記
事
か
ら
み
た
水
平
社
運
動
』
三
一
五
～
’
一
二
六
頁
）
。

（
ｕ
）
Ｍ
Ｙ
生
「
水
平
社
運
動
を
何
と
見
る
」
『
新
播
磨
』
調
号
、
’
九

二
三
年
四
月
一
日
付
（
前
掲
『
兵
庫
県
水
平
運
動
史
料
集
成
』
五

四
九
～
五
五
○
頁
）
。

（
皿
）
前
掲
、
安
達
正
明
「
地
方
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成

立
と
そ
の
変
貌
ｌ
兵
庫
県
北
播
・
西
脇
地
方
に
お
け
る
場
合
」
六

頁
。

（
迫
）
Ｍ
Ｙ
生
「
先
づ
小
作
人
組
合
を
起
せ
」
『
新
播
磨
』
９
号
、
一
九

一
一
二
年
五
月
二
五
日
付
。

（
ｕ
）
Ｍ
Ｙ
生
「
部
落
有
林
野
統
一
に
関
す
る
一
考
察
」
『
新
播
磨
』
追

号
、
一
九
二
二
年
七
月
二
七
日
付
。

（
巧
）
「
清
和
会
支
部
／
市
の
設
立
協
議
」
『
神
戸
新
聞
』
一
九
二
四
年

三
月
一
五
日
付
。

皿
、
二
○
○
○
年
、
｜
｜
｜
｜
～
三
一
一
頁
）
。

（
７
）
手
島
一
雄
「
水
平
社
創
立
研
究
の
現
段
階
に
学
ぶ
」
急
部
落
問
題

研
究
』
畑
、
二
○
○
二
年
、
五
四
頁
）
。

（
８
）
『
水
平
』
一
巻
一
号
、
一
九
二
二
年
（
復
刻
世
界
文
庫
版
、
五
四
頁
）
。

（
９
）
大
阪
府
水
平
社
水
平
線
発
行
所
、
兵
庫
県
水
平
社
本
部
『
水
平

）
大
阪
府
水
平
社
水
平
線
発
行
所
、
兵
庫
県
水
平
社
本
部
『
水
平

線
兵
庫
県
付
録
』
４
号
、
’
九
一
一
五
年
一
月
二
○
日
（
『
初
期
水



５３地方新聞の水平連動．融和運動認識とその背景

（
辺
「
多
可
郡
に
も
／
清
和
会
の
／
支
部
を
設
置
認
」
『
新
播
磨
』
的
号
、

・
一
九
二
四
年
一
一
一
月
四
日
付
。

（
Ⅳ
）
「
清
和
会
多
可
郡
支
部
／
近
く
発
会
式
を
挙
行
さ
る
」
『
新
播
磨
」

刀
号
、
一
九
二
四
年
三
月
一
九
日
付
。

（
旧
）
「
清
和
会
／
支
部
発
会
式
」
『
新
播
磨
』
別
号
、
一
九
二
四
年
五

月
一
八
日
付
。
「
簸
近
の
各
地
／
多
可
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付

録
』
同
年
五
月
二
○
日
付
。

（
四
）
「
清
和
会
支
部
／
発
会
式
は
延
期
」
『
新
播
磨
』
、
号
、
一
九
二

四
年
六
月
一
日
付
。

（
卯
）
「
町
村
長
会
同
」
『
新
播
磨
』
妬
号
、
一
九
二
四
年
六
月
二
七
日
付
。

（
皿
）
「
町
村
長
会
同
」
『
新
播
磨
』
、
号
、
’
九
二
四
年
一
二
月
一
六

日
付
。

（
犯
）
「
清
和
会
支
部
設
置
に
就
て
」
『
新
播
磨
』
皿
号
、
’
九
二
四
年

五
月
二
六
日
付
。

（
率
）
Ｋ
生
「
農
民
運
動
に
就
い
て
」
二
）
『
新
播
磨
」
、
号
、
一
九

二
四
年
二
月
一
八
日
付
。

（
別
）
「
町
村
長
会
と
／
事
務
組
合
予
算
」
『
新
播
磨
」
川
号
、
一
九
二

五
年
三
月
一
六
日
付
。

（
弱
）
「
町
村
長
会
」
『
新
播
磨
』
伽
号
、
一
九
二
五
年
四
月
一
六
日
付
。

（
妬
）
「
清
和
支
部
会
／
発
会
式
の
盛
況
」
『
新
播
磨
』
ｎ
号
、
一
九
二

五
年
五
月
一
五
日
付
。

（
〃
）
「
清
和
運
動
／
行
脚
日
記
（
九
）
／
多
可
行
」
『
清
和
』
Ⅳ
号
、

一
九
二
五
年
七
月
一
五
日
。

（
犯
）
「
婦
人
講
習
会
」
『
新
播
磨
』
皿
号
、
’
九
二
五
年
五
月
一
五
日
付
。

（
空
「
時
代
の
進
展
に
伴
ふ
／
職
業
及
生
産
品
の
改
善
／
多
可
清
和
会

支
部
の
活
動
」
『
新
播
磨
』
狐
号
、
一
九
二
六
年
一
○
月
二
日
付
。

（
釦
）
「
清
和
会
の
活
動
／
五
○
○
円
補
助
／
で
東
山
農
会
が
／
動
力
農

具
職
人
」
『
新
播
磨
』
川
号
、
一
九
二
六
年
一
二
Ⅱ
一
日
付
。

（
、
）
拙
稿
「
兵
庫
県
水
平
運
動
史
関
係
年
表
」
（
草
稿
）
そ
の
Ⅱ
（
『
ひ

ょ
う
ご
部
落
解
放
』
扣
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
。
兵
庫
県
清
和

会
『
回
顧
十
年
』
一
九
三
三
年
。

（
犯
）
「
揮
発
油
を
呑
ん
で
／
自
殺
せ
ん
と
し
た
仲
居
／
身
の
素
性
を
知

ら
れ
た
／
悲
し
さ
に
夫
れ
を
苦
に
し
て
」
『
新
播
磨
』
弱
号
、
’

九
二
一
一
一
年
三
月
二
一
日
付
。

（
羽
）
「
差
別
的
一
一
一
一
口
語
を
弄
し
た
／
と
て
遂
に
謝
罪
状
を
／
入
れ
さ
し
て

漸
く
に
解
決
」
『
新
播
磨
」
妬
号
、
一
九
二
三
年
七
月
一
一
日
付
。

（
狐
）
「
何
故
俺
等
の
散
髪
を
／
し
て
く
れ
な
い
の
だ
と
／
部
落
民
が
大

挙
し
て
／
理
髪
店
に
押
蒐
け
る
」
『
新
播
磨
』
幻
号
、
一
九
二
三

年
七
月
二
一
日
付
。

（
弱
）
「
山
水
工
夫
の
／
失
言
問
題
／
ヤ
ッ
ト
解
決
」
『
新
播
磨
』
血
号
、

一
九
二
五
年
六
月
八
日
付
（
前
掲
『
兵
庫
県
水
平
連
動
史
料
集
成
』

一
四
八
百
〈
）
。

（
妬
）
前
掲
「
清
和
会
支
部
設
置
に
就
て
」
。

（
師
）
兵
庫
県
史
編
集
委
員
会
『
兵
庫
県
百
年
史
』
一
九
六
七
年
、
七

部落解放研究Nul5720044



5４ 

（
灯
）
藤
井
節
太
郎
「
小
作
問
題
に
対
す
る
自
分

磨
』
弘
号
、
一
九
二
一
一
一
年
三
月
一
一
日
付
。

（
妬
）
「
小
作
争
議
で
／
部
落
衰
微
／
県
農
会
調
停
協
議
」
『
神
戸
新
聞
』

一
一
頁
。

（
犯
）
丘
〈
庫
県
『
農
業
争
議
ノ
沿
革
並
現
況
』
一
九
二
三
年
一
二
月
、

六
頁

（
羽
）
「
小
作
問
題
の
火
の
手
／
野
村
の
小
作
人
は
二
割
減
／
を
主
張
し

前
坂
の
小
作
人
／
は
哀
願
的
の
書
面
を
発
す
」
『
新
播
磨
』
〃
号
、

一
九
二
一
一
一
年
一
月
一
日
付
。
「
台
頭
し
か
け
た
／
小
作
争
議
／
全

部
く
れ
る
か
／
費
用
を
出
す
か
」
『
新
播
磨
」
皿
号
、
一
九
二
四

年
二
月
一
五
日
付
。

（
⑭
）
前
掲
、
安
達
正
明
「
地
方
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
成

立
と
そ
の
変
貌
ｌ
兵
庫
県
北
播
・
西
脇
地
方
に
お
け
る
場
合
」
六

頁
。

（
、
）
黒
田
庄
町
史
編
纂
委
員
会
『
黒
田
庄
町
史
』
一
九
七
二
年
、
四

○
七
～
四
○
八
頁
。

（
狸
）
黒
田
庄
町
解
放
教
育
研
究
集
会
教
材
研
究
委
員
会
『
部
落
の
歴

史
と
文
化
』
一
九
九
四
年
、
六
頁
。

（
帽
）
前
掲
『
農
業
争
議
ノ
沿
革
並
現
況
』
五
頁
。

（
必
）
（
妬
）
前
掲
「
小
作
問
題
の
火
の
手
／
野
村
の
小
作
人
は
二
割
減

（
妬
）
前
掲
「
小
作
問
題
の
火
の
手
／
野
村
の
小
作
人
は
二

／
を
主
張
し
前
坂
の
小
作
人
／
は
哀
願
的
の
書
面
を
発
す
」
。

一
九
一
一
三
年
二
月
一
一
二
日
付
。

「
小
作
問
題
に
対
す
る
自
分
の
立
場
か
ら
」
『
新
播

（
妃
）
「
郷
土
の
改
善
に
就
て
識
者
の
同
情
を
求
む
る
書
」
『
新
播
磨
』

弱
号
、
一
九
二
三
年
一
一
一
月
一
一
一
日
付
。

（
⑬
）
野
村
宣
行
「
明
治
初
年
の
未
解
放
部
落
に
お
け
る
入
会
権
」
念
部

落
問
題
研
究
』
虹
、
’
九
七
四
年
）
参
照
。

（
印
）
「
刻
下
の
急
務
に
善
処
せ
よ
」
『
新
播
磨
』
皿
号
、
一
九
二
四
年

二
月
一
五
日
付
。

（
皿
）
前
掲
「
台
頭
し
か
け
た
／
小
作
争
議
／
全
部
く
れ
る
か
／
費
用

を
出
す
か
」
。

（
皿
）
「
最
近
の
各
地
／
多
可
／
町
村
長
会
」
『
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
』

’
九
二
四
年
二
月
一
五
日
付
。

（
田
）
「
小
作
争
議
円
満
解
決
／
覚
書
を
取
交
し
て
手
を
／
打
っ
た
黒
田

村
田
高
」
『
新
播
磨
』
川
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
日
付
。
「
紛

糾
を
重
ね
た
市
原
の
／
小
作
争
議
漸
く
解
決
す
／
結
局
一
割
八
分

減
で
」
『
新
播
磨
』
朋
号
、
同
年
一
月
一
九
日
付
。

（
別
）
「
不
正
投
票
の
／
区
長
当
選
問
題
」
『
新
播
磨
』
だ
号
、
’
九
二

四
年
四
月
三
日
付
。




